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 【要旨】近年、森林や魚介類など生物資源の多くが減少し、多くの種が絶滅の危機に瀕している。既

に絶滅してしまった種も多々あり、砂漠化してしまったかつての森林も多い。これには色々な原因 が

考えられるが、長い間持続可能な限界を越えて収奪されてきた事も大きな原因であると考えられる。こ

の持続可能な限界について場合を分けて考察する。 

 持続可能な生物資源である森林や魚介類について、収穫を永続的に維持できる為の境界を「持続可能

な限界（環境の収容力）」と定義し、その限界を行き過ぎる事を「オーバーシュート」と定義する事とす

る。この「オーバーシュート」のパターンを、「成長の限界」シリーズ３部作＊2で示された 4 つのパタ

ーンに、独自に 3つのパターンを追加して、パターン別の特徴やリスクを考察した。  

 生物は、何の制約も無い環境の下では、指数関数的（等比数列的）に増える。しかし有限の地球上で

は、指数関数的増加を持続することは、科学技術をもってしても不可能である。生物（資源）の増殖に

は、どのような場合でも持続可能な限界は存在し、その限界に近づけば指数関数的増加は出来なくなる。  

 更に、どのようなパターンでも、持続可能な限界を超えている状態が長引けば、持続可能な限界は衰

退し、衰退の程度が大きければ破局に至る。これが化学平衡との大きな違いである。化学平衡は、平衡

点を超えたとしても、それぞれの物質の量によって平衡点の位置は決まるが、持続可能な限界は、それ

を超えれば超えるほど下がってくるのである。  

 衰退からの破局を避ける方法として、科学技術で限界を上げる方法と、限界を超えないように収穫量

を制限して増やさない、若しくは減らすという２つの方法が考えられる。現在主流である科学技術で限

界を上げる方法自体、限界が見えてきてリスクも大きくなって来ている。限界値を超えないように、収

穫量を限界値以下で定常化することが、「持続可能な社会」に移行する為の好ましい条件と考えられる。 

*１： 会津大学短期大学部非常勤講師   *2 ：論文末尾の 9.参考文献［1］［2］［3］ 
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※以下本論考で用いるグラフは、

　　　グラフの横軸は時間、

　　　縦軸は対象となるものの数量

　　　　を表すものとする。

　　さらに、

　　実線　　　　　　は資源などの数量、

　　点線　・・・・・は持続可能な限界値

　　　　　　　　　　　　　　　　（収容能力）

　　　　とする。
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　　　図　日本の人口の長期推移　　総務省：我が国における総人口の長期推移　より
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図６　限界値と実測値の減衰振動から定常化へ

点線　・・・・　は持続可能な限界（収容力）
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図７　限界値と実測値の減衰振動から衰退へ

点線　・・・・　は持続可能な限界（収容力）
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図８　大西洋のタラの資源量の長期推移　より
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図９　日本におけるニホンウナギ稚魚の採捕量　水産庁水産研究・教育機構　国際漁業資源の現況より
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